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１ 開会の日時     令和７年４月２３日（水） 

                 午後１時３０分 

 

２ 閉会の日時     令和７年４月２３日（火） 

                 午後１時５９分 

 

３ 招集の場所     市民交流プラザふくちやま ４階 会議室４－１ 

 

４ 出席委員の氏名     廣 田 康 男 

              塩 見 佳扶子 

              加 藤 由 美 

              織 田 信 夫 

              小 林 加奈子 

 

５ 福知山市教育委員会会議規則第４条により列席したもの 

     教育部長                 大 西 孝 治 

     教育委員会事務局理事           伊 豆 英 一 

     次長兼教育総務課長            濱 田 亜希子 

     次長兼学校教育課長            間 島 哲 哉 

     学校教育課担当課長兼教育総務課      福 知 泰 輔 

     学校教育課総括指導主事          中 川 清 人 

     学校給食センター所長           谷 垣   薫 

     生涯学習課長兼中央公民館長        西 村 憲 二 

     中央公民館管理担当次長          荻 野 幹 雄 

     図書館長                 足 立 亜 弥 

 

 

 

 

 

 

６ 福知山市教育委員会会議規則第１５条による会議録作成者 

     次長兼教育総務課長            濱 田 亜希子 

 

  



 

７ 議事及び議題 

     別添のとおり 

 

８ 質問討議の概要 

     別紙会議録のとおり 

 

９ 決議事項 

     議第１号  原案どおり可決、承認 

      

 

 

 

 

福知山市教育委員会会議規則第１５条により署名する者 

 

 

    福知山市教育委員会 教育長                  

 

 

    福知山市教育委員会 委 員                  

 

 

    福知山市教育委員会 委 員                  

 

 

    福知山市教育委員会 委 員                  

 

 

    福知山市教育委員会 委 員                  

 

 

    教育委員会会議録調製者 教育部長               

  



 

教 育 委 員 会 会 議 録 
 

１ 開会 

廣田教育長が開会を宣告。 

 

廣田教育長   次に、現在のところはありませんけれども、傍聴人から傍聴の申請があ

りましたら許可をしてもよろしいでしょうか。 

 

全委員     異議なし。 

 

廣田教育長   許可をさせていただきます。 

 

２ 前回会議録の承認 

廣田教育長   前回の会議録については、異議ありませんでしょうか。 

 

全委員     異議なし。 

 

廣田教育長   それでは、異議がなければ承認をお願いします。 

あとで会議録に署名をお願いしたいと思います。 

 

３ 教育長報告の要旨 

廣田教育長から以下の報告がありました。 

（１）教育委員会事務局の人事異動による 新体制 

〇 入向・採用 １３名  

※新規採用者  ２名 

（学校教育課教育企画担当課長１名・学校教育課課長補佐兼指導主事１名） 

〇 異動 

  教育部長          大西孝治（市民総務部長） 

  生涯学習課長兼中央公民館長 西村憲二（市長公室職員課長) 

  図書館中央館長       足立亜弥（福祉保健部子ども政策室保育園・幼稚園担当次長） 

会計管理者         垣谷敏数（教育部長） 

雀部小学校長        八板嘉展（学校教育課教育企画担当課長） 

こども家庭部幼保支援課長  吉田真紀（学校教育課長補佐兼学務係長） 

  退職    山路智子（図書館中央館長） 

 

それでは教育長報告を行います。１点目は教育委員会の新体制についてです。 

すでにお知らせしておりますように、市全体の組織改編が行われましたが、教育委員

会では、公共施設等の包括管理業務を全庁的に開始することにより教育総務課の施設整

備係がなくなり、その業務は課内で行うこととなっています。 

今回の異動による入向者は1３名で、うち新規採用者は２名となっていますが、いずれ

も割愛で、学校教育課の教育企画担当課長と課長補佐兼指導主事で、事務方の新規採用

者はありませんでした。 

部課長級の異動・退職については、お示しした通りとなっています。また、今年度の

教育委員会議定例会の出席者名簿についても御確認ください。 

 

 



（２）当初会議の内容 

《部課長会議4/3・指導主事会議4/9・拡大事務局会議4/18》 

〇「まちづくり構想 福知山」・「教育大綱」４年目 

「福知山市立学校教育内容充実推進プラン 『響』プラン・Ｆ」５年目（最終年） 

○教育委員会 

 ①政治的中立性の確保 ②継続性・安定性の確保 ③地域住民の意向の反映 

  →首長部局と独立した教育行政の執行機関 

  →連携・協働 

〇目 標 

「自分のために（自己実現）人のために（他者貢献）社会のために（社会貢献）共

に幸せを生きる人材の育成」 

合言葉：一人一人の「なりたい自分になる」を支援する 

〇 運営方針 

ア 「一丸」 

各課・係の専門性と部内横断的な連携による情報の共有と事業の推進 

現場との施策・情報の共有 

先導・伴走・支援  

イ 「現場主義」 

    「現場」に出て「現実」から学ぶ →判断・施策に反映 

    事務局との連携 

ウ 「人権教育を基盤とした３つのこだわり」 学力・生徒指導・進路 

「自分を大切にするとともに他の人の大切さを認める」→人権尊重の理念 

  ①学力 デジアナ教育の推進 

        「安心できる居場所」「安心して学べる教室」となる学級経営 

      デジタルドリル・データの有効活用 

（ベネッセ等との連携  全体・個別） 

   ②生徒指導 不登校…子どもを学校に適応させるのではなく 学校が適応して 

いく 

             多様な学びの場の設定  こども家庭部との連携 

             ブランチスクール設置へ向けての検討 

         専門官を中心とした教育相談・特別支援教育の推進 

積極的な生徒指導（成長を促す指導） 

いじめ見逃しゼロ 早期対応 

③進路  義務教育の出口を見通すだけでなく次につながる力を付ける 

公立高校の改革 

多様化する進路先と卒業後の状況把握 

 

次に、本日午前中に校園長会議を開催しましたが、部内での当初会議の内容を報告し

ます。 

年度当初の４月３日に部課長会議、４月９日に指導主事会議を行い、４月１８日には

拡大事務局会議として、係長以上の管理・監督職、専門官、総括指導主事、教育研究室

長の総勢２８名を対象に実施し、今年度の運営方針や重点事項、各課の主な事業等につ

いて全体で共有し、教育行政の推進へ向けて意思統一を図りました。 

今年度は「まちづくり構想 福知山」・「教育大綱」４年目、「福知山市立学校教育

内容充実推進プラン 『響』プラン・Ｆ」が５年目最終年を迎え、今後の方向性を検討す

る時期となっております。 

 

 



（３）連携協定 

  〇福知山市教育委員会、福知山公立大学･（株）ベネッセコーポレーションの連携協力 

（令和６年度より） 

〇福知山市と国立大学法人東京大学大学院教育学研究科（附属心理教育相談室）との

教員のメンタルヘルス維持と特別支援教育スキル向上に関する連携協力 

（令和６年度より） 

 

３点目は昨年度より結んでおります連携協定についてです。 

引き続き、福知山公立大学、（株）ベネッセコーポレーションと、学力・特別支援教

育・働き方改革の３点について、国立大学法人東京大学大学院教育学研究科（附属心理

教育相談室）と、教員のメンタルヘルス維持と特別支援教育スキル向上に関して、連携

協定に基づき、専門的な知見等を本市教育の推進に寄与していただくことになっていま

す。 

 

（４）地方教育アドバイザーの派遣受入 

課題を抱える自治体の教育委員会に、文部科学省の職員をアドバイザーとして選任

し、支援を行う制度。（令和６年度より） 

〇国立教育政策研究所 教育課程研究センター研究開発部 教育課程調査官 

初等中等教育局教育課程課 教科調査官（中学校技術担当） 

        情報教育振興室 教科調査官 

渡邊 茂一さん  

〇初等中等教育局学校デジタル化プロジェクトチーム学校デジタル化総括係長 

竹野 健太さん 

 

４点目は地方教育アドバイザーの受け入れについてです。昨年度より２名を派遣して

いただくことになっています。この制度は、課題を抱える自治体の教育委員会に、文部

科学省の職員をアドバイザーとして選任し、支援を行うもので、東京大学大学院との連

携協定に関連して派遣していただいております。 

特別支援教育に限らず全般的にアドバイスを受けることもでき、昨年度も様々に相談

に対応していただき、助けられた場面がありました。主にメールでのやり取りが中心で

すが、昨年９月には、渡邊アドバイザーに福知山へ来ていただきました。 

私からの報告は以上です。何か御質問はございませんでしょうか。 

 

全委員     特になし。 

 

廣田教育長   それでは、次に議題に入ります。 

 

４ 議事 

（１）議第１号（専決処分の承認について） 

廣田教育長   議第１号「専決処分の承認について」専決第１号「福知山市学校給食費

の管理に関する条例施行規則の一部を改正する規則の制定について」説

明をお願いします。 

 

谷垣学校給食センター所長   ～資料に基づき説明～ 

専決第１号「福知山市学校給食費の管理に関する条例施行規則の一部を

改正する規則の制定について」御説明いたします。 

資料は、会議案の３ページから１０ページにかけて掲載しております。 

学校給食費の見直し及び納付期限の変更に伴いまして、所要の規定の整



備を行う必要があるため、福知山市学校給食費の管理に関する条例施行

規則の一部を改正する規則を制定するものでございます。 

学校給食費の単価の中で、牛乳供給の価格決定に係る京都府からの通知

が３月２１日に、また、パン米飯等の供給価格決定に係る京都府学校給

食会からの通知が３月２６日となったことによりまして、今回、専決処

分にさせていただきました。 

なお、改正内容につきましては、４ページに改め文、６ページから８ペ

ージにかけまして、新旧対照表を掲載しております。 

７ページ新旧対照表の別表第１（第５条関係）を御覧いただきたいと思

います。 

学校給食費につきましては、物価高騰により食材費も高騰していること

から、令和６年度は、国の交付金を活用いたしまして、食材費の値上が

り分を市が負担いたしまして、児童生徒の給食費を令和４年度から６年

度の２か年分と同額という形で据え置きをしてまいりました。 

ところが、現在も物価高騰が続いているという状況にありまして、給食

費の単価につきましては、小学校１，２年生では、２８９円を３０４円、

小学校３，４年生では２９２円を３０７円、小学校５，６年生は２９６

円を３１１円、そして、中学校は３２０円を３３５円に改正させていた

だきます。同じページの（令和７年度の学校給食費の特例）を御覧いた

だきたいと思います。 

令和４年度から７年度までの３か年の値上がり相当分ということで、小

学校５，６年生で４４円、それ以外の学年につきましては、４３円値上

がりしており、そのうちの２分の１の金額２２円につきまして、国の交

付金を活用して、市が負担いたします。そして、差額につきまして、今

回保護者負担とすることで、小学校１，２年生では、３０４円の単価を

２８２円に、小学校３，４年生で３０７円を２８５円に、小学校５，６

年生では３１１円を２８９円に、中学校は３３５円を３１３円といたし

ます。 

次に納付期限の変更についてですが、同じページの別表第２（第９条関

係）を御覧いただきたいと思います。 

これにつきましては、従来第１期の徴収開始月を５月としておりまして、

その場合、納付期限が５月３１日となります。そうなりますと、対象者

への決定通知書の発送が５月中旬となり、通知書の発送に際しては、各

学校から名簿データの提出、また給食停止者等の報告が必要となります。

そういった事務処理の都合上、どうしても学校からの提出期限を４月中

旬とせざるをえないという現状がございました。 

そういった中で、学校現場におきましては、年度当初の多忙な時期に、

短期間でのデータ作成が負担になっていた状況にあります。 

そういったことを鑑みまして、今回納付期限を１か月後ろ倒し、第１期

分を６月３０日とした場合、学校現場においては、４月のクラス編成、

また、職員の異動等の整理もされた後に一定の余裕を持ってデータ作成

していただけると思っております。 

また、保護者につきましても、特に新小学１年生につきましては、給食

費の口座登録をお願いしておりますが、その辺も余裕を持って御対応い

ただけるのではないかと考えております。 

以上の理由によりまして、今回、学校給食費の見直し及び納付期限の変

更に伴う条例施行規則の一部を改正いたします。 

説明は以上でございます。御審議いただきますようよろしくお願いいた



します。 

 

廣田教育長   御質問、御意見はありませんか。 

 

加藤委員    質問ではないですけれども、給食費の徴収が市の公会計になったことで、

現場負担は大きく改善したのではないかと思います。 

今のところ例えば、口座設定のこととか、未納分の児童手当からの徴収

とかでトラブルになったようなことはないですか。 

 

谷垣学校給食センター所長 

口座引き落としについては、保護者の方の御理解がありまして、特に問

題は起きておりません。また、今委員さんがおっしゃった児童手当の引

き去り、また生活保護受給者の世帯についても社会福祉課と連携して、

１００％徴収できておりますので、今のところ順調です。 

 

加藤委員    わかりました。 

 

廣田教育長   ほかに御質問等ありませんか。 

 

全委員     特になし。 

 

廣田教育長   議第１号について承認ということでよろしいでしょうか。 

 

全委員     異議なし。 

 

廣田教育長   次に、報告・説明事項１の教育長決裁による後援承認事項について説明

をお願いします。 

 

５ 報告・説明事項 

（１）教育長決裁による後援承認事項について 

谷垣教育総務課企画管理係長   ～資料に基づき報告～ 

        №１ 第７４回福知山市クラブ対抗陸上競技大会 

        №２ 第４７回全国スポーツ少年団軟式野球交流大会 

京都府予選福知山市ブロック予選会 

        №３ みわこどもまつり 

        №４ 第１１回たんぼラグビー in 京都・福知山 

        №５ 第１３回ＫＯＢＥＬＣＯ森の童話大賞 

        №６ エンジョイ！軟式野球フェスティバル２０２５ 

京都府予選北部ブロック予選会 

 

廣田教育長   後援承認について御質問や御意見がありましたらお願いします。 

 

小林委員    初めてでわかってないので教えていただきたいです。 

後援承認をすると何がどうなるのでしょうか。 

 

西村生涯学習課長兼中央公民館長 

例えばですけれども、イベントを開催するにあたりまして、パンフレッ

トであるとか、広告物等の中で、福知山市教育委員会の後援承認を得て



いますということが伝えられますので、そういった大会であるとか取組

について、印象としては、多分良い印象になるのかと思っております。 

 

廣田教育長   後援することで教育委員会という公的な後ろ楯ができる以外に、教育委

員会に各学校へ文書を配布する棚がありまして、後援承認することによ

ってその棚を使っていただけます。チラシやパンフレットなど、何もか

んでも受け取って学校へ配るというわけにはいきませんので、後援承認

が各学校への文書配布棚を使っていいかどうかという１つの基準になり

ます。後援承認すると、そういったチラシが学校から保護者の方に届い

たりすることがあるというところもメリットとしては大きいと思います。 

 

小林委員    わかりました。 

 

廣田教育長   ほかに御質問等ありませんか。 

 

塩見委員    今の御質問に関連して、昨年度改定した後援承認の基準を委員に配って

いただくことは可能ですか。 

 

西村生涯学習課長兼中央公民館長 

可能です。 

 

塩見委員    来月で結構ですから、それぞれに渡していただけたら、後援承認の参考

にすることができるのではないかと思いました。 

 

廣田教育長   ほかに御質問等ありませんか。 

 

全委員     特になし。 

 

廣田教育長   では次に、報告・説明事項２の福知山市立小学校及び中学校に勤務する

府費負担教職員の服務に関する規程の一部を改正する訓令について説明

をお願いします。 

 

（２）福知山市立小学校及び中学校に勤務する府費負担教職員の服務に関する規程の一部

を改正する訓令について 

間島次長兼学校教育課長   ～資料に基づき説明～ 

それでは、福知山市教育委員会教育長訓令甲第１号福知山市立小学校及

び中学校に勤務する府費負担教職員の服務に関する規程の一部を改正す

る訓令につきまして、説明をさせていただきます。 

今回の改正につきましては、改め文で改正箇所の説明をさせていただき

たいと思っております。３６ページから３８ページにかけまして、御覧

いただきたいと思います。 

改正の説明に入ります前に、今回の改正につきましては、まず特別休暇

の取り扱いの改正となります。京都府からの通知がありまして、京都府

の人事院規則である「職員の給与、勤務時間等に関する規則」、あわせ

て京都府の教育長訓令である「京都府立学校職員服務規程」が一部改正

されたことにより、今回、当該規定につきましてもこれに準じて令和７

年４月１日から施行するために改正を行ったものでございます。 

改正の内容につきましては、別表の２の特別休暇の取り扱いにつきまし



て、新たに第１７項ウの取得事由が追加されたという改正になります。 

まず３６ページをまず御覧ください。 

３６ページの一番左側にウとありますものが、新しい条文になりますと

３８ページのエという条項に変わります。これは新たに、３７ページに

ウが追加されたことによって、条項が下にずれていったというものでご

ざいます。 

新たな規定の内容は、３７ページのウで、満９歳に達する日以後の最初

の３月３１日までの間にある子どもを対象にしまして、学校の休業等の

事由に伴って、当該子の世話をする場合に、特別休暇を取得することが

できるということが新しい規定として入りました。 

取得事由の詳細につきましては、（３）を御覧ください。インフルエン

ザ等による学校等の臨時休業や台風等による休校のための子の世話を行

う場合という例示が記載されております。 

大きな改正点は、以上になります。 

また、その他の改正といたしまして、先ほどの３６ページから３８ペー

ジにかけまして、「人事委員会」を「京都府人事委員会」に改めるとい

う改正も同時に行っております。 

以上で福知山市立小学校及び中学校に勤務する府費負担教職員の服務に

関する規程の一部を改正する訓令につきまして、説明を終わります。 

 

廣田教育長   何か御質問ございませんでしょうか。 

 

加藤委員    今日のこの案件には、直接は関係しないかもしれないですけれども、働

き方改革や、教職員の服務規程がかなり改善されていることは、大変喜

ばしいことだと思っています。その一方で、一定の職員枠の中で、補充

しなければならない現実というのも、多々あろうかと思います。 

今日の校園長会議の中で、伊豆理事より、いろいろ困難な状況は、説明

をお聞きしました。初任者の後補充と、もう１つ何か不足しているとお

っしゃっていたように思います。今、言っていただける範囲で結構です

ので、職場の中で、人事的に、人数的に困難な状況はどの程度あるのか

というのを少しお聞きしたいと思います。 

 

伊豆教育委員会事務局理事 

本日の午前中の校園長会議でも申し上げましたけれども、やはり一番充

てられていないのは、初任者の後補充でございます。初任者の後補充に

ついては、初任者の数だけ必要となります。 

それからまた、多様な勤務形態が出てきておりますので、育児短時間勤

務という場合でありますと、４時間５５分の午前中勤務の裏充て、それ

から週３日縦どり、例えば月水金だけ勤務というような場合に、その日

は終日勤務されるわけですが、残りの２日間をフルで勤務されるような

講師さんを充てなくてはなりません。それから昨今の育休の状況では、

３年間フルで取られて、これまでは４月１日から復帰される方が多かっ

たですが、徐々にならして８月ぐらいから復帰ということになれば、１

学期だけの講師さんが必要になって、８月から２学期までちょっと助走

期間があって育児短時間勤務ということになれば、１学期の講師さん、

それからその方は、裏充てになるとか、曜日充てという収入が減るよう

な勤務をお願いすることになります。 

中学校については、特に教科のこともありますので非常勤の先生方が充



てられてないことがあります。 

それから事務方の充てられてないところもあります。事務方については、

給与の方が非常に安い基準ですので、なかなか非常勤で入っていただけ

るということが難しい状況で、本来であれば惇明小は、非常勤の事務方

を充てないといけないのですが、本当に講師さんがない状況です。 

それから講師さんがどんどん正職で採用されたりというようなこともあ

りますし、それからベテランの先生方も、別の職業に変わっていかれた

りもします。あと、中学校の実技教科、特に技術については要望しても、

本年度はいただけないというようなことで、美術の先生に許可免を取っ

ていただくなど、苦慮している状況がございます。 

 

加藤委員    どこかで誰かに大きなしわ寄せが行かないように願うばかりです。 

 

廣田教育長   ほかに御質問等ありませんか。 

 

織田委員    今回の改正については十分理解できます。読んでいる限りにおいては、

お子さんへの配慮という形で、読ませてもらったのですが、一般的な企

業・事業所について考えますと、児童生徒の看護もありますが、今後は、

親の介護というのも出てくると思います。 

そういった事例は、福知山市内においては、特にまだないですか。 

 

間島次長兼学校教育課長 

今回の改正部分以外にも、介護は制度としてあります。 

 

伊豆教育委員会事務局理事 

本年度については、把握しておりませんが、過去には親御さんの介護で

介護休暇を取得されたということはあります。 

 

廣田教育長   ほかに御質問等ありませんか。 

 

全委員     特になし。 

 

６ 閉会 

廣田教育長が閉会を宣言。 

 


